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  平成 11年 10月  社会福祉法人 やすらぎ会入職 

                特別養護老人ホーム魁聖園、魁聖園ケアハウス 

9年半従事（介護職員） 

  平成 21年 4月  ・社会福祉主事資格取得 

           ・生活相談員：魁聖園ケアハウス 

特別養護老人ホーム魁聖園 

魁聖園デイサービスセンター 

  平成 27年 12月 ・介護支援専門員資格取得 

 ・生活相談員・介護支援専門員：特別養護老人ホーム魁聖園 

  令和 5年 2月  ・介護支援専門員：魁聖園居宅介護支援事業所（現在に至る） 



能登地震におけるDWATの活動と
多職種連携の実際

令和６年10月25日

特別養護老人ホーム

魁聖園 田口由貴子

令和6年度 全国教職員研修会

～災害時・緊急時における多職種連携について～



能登半島地震DWAT派遣について
派遣スケジュール

１月 ２月

30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1クール 移動日 支援
支 援
引継ぎ

帰宅

2クール 移動日 支援
支 援
引継ぎ

帰宅

3クール 移動日 支援 帰宅

➢ 第１クール ３名
• 当初、石川県庁DWAT本部に配置
• 避難所巡回・情報収集、奥能登活動拠点探し

（輪島市内に拠点となる民宿確保）
➢ 第２クール ４名
• 避難所統廃合支援・開設準備、避難所運営
（志賀町に避難所開設）

➢ 第３クール ５名（うち１名は撤収要員2/7～）

• 避難所運営（志賀町）
✓ 宿泊は金沢市内のホテル
（移動はレンタカー使用）

往復レンタカー

往復新幹線

往復新幹線（１名は往復レンタカー）

（１クール５泊６日）
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活動地域について＠志賀町

志賀町は、能登半島中央部に位
置し、東西12.7 ㎞、南北31.0 
㎞と南北に細長く、中央の海岸
部に志賀原子力発電所（原子炉
２基）が立地しているのが特徴

人口は18,167人（令和６年１
月末日現在）で、平均年齢56.3
歳、高齢化率は約45％の地域

秋田県DWATが拠点としていた
金沢市より約60km、 車で約1
時間30分
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被災地の様子(様々な避難所@志賀町)

3



志賀町地域交流センター（２月６日～９日）

【活動避難所の状況】

・１Fと２Fに避難スペースがあり
計２４名高齢者避難者が多い

・消防署が隣接されている

・感染症対策として別室を確保し
ている

・原発のある地域のため、密閉さ
れた空間で感染症対策（コロナ、
インフル、ノロウイルス）を考慮
した空気の入れ替えが難しい

・要支援、要介護者が３名、介護
サービスが必要と思われる方１名
（介護保険未申請）

・食物アレルギー、腸閉塞、肝機
能が悪く服薬している方１名
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避難者の生活環境@志賀町

食事はコンビニから支給される弁当やおにぎり、パンなど
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避難者の生活環境@志賀町
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一人用 二人用

ダンボールベッドの上にマットレスと寝袋

避難者の生活環境@志賀町
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避難者の生活環境@志賀町
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志賀町地域交流センター 避難区画図

R6.2.7現在　　志賀町地域交流センター　２F

Hー１ Hー２ Hー３ Hー４ Hー５ Hー６ Hー７ Hー８ Hー９

(女) (男) (男) (男) (女) (男) (女） (男)

(男) (女) (女) (女) (女)

Aー２ Bー2 Cー３ Cー４ Dー３ Dー４ Eー４ Eー３

(男) (女)

Bー１ Cー１ Cー２ Dー１ Dー２ Eー１ E-2

(男) (女) (男)

Fー４ Fー３ Gー４ Gー２

Fー１ Fー２ Gー１ Gー２

(男) 9

(女) 9

計 18

入口
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アセスメント結果一覧表（要観察者のみ掲載）

※R6.2.7現在性別 年齢 地区 健康状態 生活での留意 その他 病院 薬

男 57歳 福井

要介護２、身障３級。小脳失調。長距離は車いす使用。近

くは交互式歩行器使用（歩行時は上半身を横に振れる）。

移乗は見届け。トイレ使用し、妻が補助。

トイレ近くを希望。いびきがある為、周囲に気を使ってい

る。移動は家族一緒を希望、

・就労日（月、木の9時40分～15時）

・はなますDS（火、9時～13時。入浴する。家族送迎）

・リハ（水、金の12時45分送迎～16時45分送迎）

男 85歳

はまなすDS（土、１日利用）。入浴（火、娘対応） 自前の歩行器使用。トイレは奥様が付き添い。 公立羽咋病院（内科、泌尿器科） ①アムロジピンOD５㎎１錠　②アムロジピンOD錠2.5㎎

③アトルバスタチン５㎎（コレステロール）　④シロドシ

ン錠４㎎朝・夕

男 68歳 舘

要支援1。両側性脳梗塞あり、足が悪く痛みもある。格好悪

いとの理由で杖や歩行器不使用。すり足歩行。　※担当ケ

アマネ；小谷地みか　志賀町役場健康福祉課　0767-32-

9132　2/8　右目の目ヤニの相談があり、Dr.藤井に相談し

眼科への通院を勧められる（緊急性なし）。

言葉が出にくい。水分にむせこみあり。食事はスプーン使

用。右手の動きが悪い。朝食前薬の飲み忘れがあった（愛

知県担当者に服薬確認依頼）。また残薬数2/29まで。※最

終入浴日2/6

過去にデリ利用あったが今は言っていない。JRAT評価（脳

梗塞ステージ 右；５v、左：ⅵ。ⅴ₌分離運動進行　　ⅵ₌分

離が進み正常に近づく

・毎週月曜日、志賀町DS利用。

病院：志賀クリニック　処方薬（①アムロジピン錠１０㎎

②テルミサルタン錠４０㎎　③バイアスピリン錠１００㎎

④ランソプOD錠１５㎎　⑤ピタバスタチンCa・OD錠２㎎

⑥ルセフィ錠2.5㎎

薬局マツモトキヨシ高浜

TEL：0767-32-3181　　FAX：0767-32-3182

女 85歳 穴口

介護保険未申請。両ひざ痛、腰痛あり。円背。杖、シル

バーカーを使用。　2/8　痰と咳の訴えありDr.藤井に相

談、咽頭に炎症の形跡なく経過を見ることとなった。おそ

らく乾燥の影響かとの指摘。

※最終入浴日2/6 元々は同居はしている様子。 ひきしまクリニック なぎさ薬局

女 82歳

・H26、県立中央病院にて腸閉そくのオペ。令和元年にて

通院終了。

・食品アレルギーについては診断は受けておらず、時折夜

に発疹があるため“そうだろう”との認識。

・上下義歯あるが、合わず不使用。残存歯あり。

・食事については、乳製品（牛乳はホットで飲用可）、

チョコ、コーヒー、緑茶、チーズ、紅茶、一部の野菜類は

アレルギー、腸閉そく、下痢症状等を理由に摂取を控えて

いるとの事。

・土砂災害の片づけが遅れている為罹災証明が遅れてい

る。

・加藤病院にて血液検査の結果、肝機能が悪いと指摘さ

れ、気落ちされていた。

※2/8　右下腿に発赤あり、ご本人はアレルギー症状との

事。次回DAMT巡回時に確認を依頼した方がいいかも。

・加藤クリニック（内科）

・公立羽咋病院（眼科、整形外科）

・藤本歯科医院

はくい薬局　TEL0767-22-9122

・加藤クリニックにて大建中湯、センノシド錠を処方との

事。ただ、お薬手帳にては確認できず。
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日赤救護班やDMAT(医療チーム)、地元の
医師が巡回で各避難所を回り、避難者の
問診を行う。気になる点はDWATと情報共
有を図る。

地元医師の問診、相談の様子

多職種との連携
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志賀町支援者ミーティング
支援者ミーティングでの情報共有
@志賀町役場(朝8:30～/夕16:00～) 
⇒DMAT(医療チーム)、DPAT(精神医
療チーム)、日赤救護班、DHEAT(災
害時健康危機管理支援チーム)、保健
師、災害支援ナース、JRAT(リハ
チーム)、DWAT

DWATと志賀町保健師 避難者の状況につい

て情報共有
12



DWAT活動における関係構築

・避難所運営責任者(地域交流センター長、消防署長)

⇒避難経路の確認と急患等が出た場合の対応を確認

・愛知県行政(避難所運営支援/避難者情報のとりまとめ)

⇒支援物資や避難者情報の共有

・トヨタグループ（避難所運営支援）

⇒避難者情報の共有、入浴希望者を聞き取り、自衛隊仮

設入浴施設への送迎を依頼

・志賀町健康福祉課(DWAT派遣要請元)

⇒福祉用具の手配や空気清浄機導入、行政手続き等が掲

載した町広報誌の配布依頼

⇒避難者の栄養管理の面で炊き出しを要望（12、13日に

実施することになった）

・DWAT本部（石川県庁・全社協）

⇒活動報告

・静岡県DWAT(地域リーダー）

⇒活動内容の確認、打ち合わせ

・志賀町社協（災害ボランティアセンター）

⇒ボランティア希望の相談があり、ボランティアセン

ターへ依頼

秋田県

DWAT

地域交流センター

志賀消防署

愛知県行政

（避難所運営支援）

志賀町社協

（災害ボランティア

センター）

志賀町健康福祉課

（DWAT派遣要請元）

静岡県

DWAT

DWAT本部

（石川県庁・

全社協）

トヨタグループ

（避難所運営支援）
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情報の共有が連携を強化する

・各市町村で活動するDWATにリア
ルタイムで様々な情報を共有するため
にICTを活用している

・石川県庁DWAT本部のGoogleドラ
イブを活用しファイル、情報の共有を
図っている

・各市町村で活動するDWATがどの
ような支援をしていて、地域の避難所
の課題や支援物資の情報、DWATの
勤務表等をクラウドサービスを活用す
ることで各市町村で活動するDWAT
が同じ情報をリアルタイムで共有でき
ることは連携を円滑に進めることにつ
ながった

現場の新しい
情報

本部が共有
したい情報

各DWATが
スマホやパソコン

で確認

14



次クールへの引継ぎ

・次クールの北海道
DWATへ引継ぎ。

・次クールから、常
駐型から巡回型へ移
行。
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ご清聴ありがとう
ございました。


